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去

る
七
月
二
十
三
日
の
長
崎
集
中
豪

雨
と
台
風
十
号
な
ど
、
相
次

ぐ
大
雨
災

害
は
、
日
本
列
島
に
深
い
ツ
メ
跡

を
残

し
ま
し
た
。

佐
井
村
で
も
、
五
十
年

七
月
の
大
雨

災
害
は
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
。

佐
井
村
地
域
防
災
計
画

の
修
正

に
つ

い
て
、
さ
き
に
本

紙
上
で
紹
介

し
ま
し

た
が
、

い
っ
や
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な

い
災
害

か
ら
み
な
さ
ん
の
生
命
と
生

活

を
守

る
た
め
の
防
災
計
画

に
つ
い
て
、

数
回
に
分
け
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
佐

井
村

は
、
過
去

に

お
い
て
大
な
り
小
な
り
の
災

害
を
被

っ

て
き
ま
し
た
が
、
と
り
わ
け
、
昭
和
五

十
年
七
月
の
大
雨

に
よ
る
大
災

害
は
、

改

め
て
災
害
の
恐
し
さ
と
い
う
も
の
を

認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
佐
井
村

を
襲

っ
た
災
害
を

教
訓
と
し
て
、
こ
の
防
災
計
画

で
は
、

（
組
織
）

①
村
及

び
公
共
団
体
、
そ
の
他
防
災
上

重
要
な
施
設
の
管
理
者
の
処
理

す
べ

き
事
務
ま
た
は
業
務
。

②
災
害
対
策
の
た
め
の
組
織
の
編
成
、

動
員
に
関
す
る
こ
と
。

（
予
防
計
画
）

③
各
種
災
害
の
予
防
、
資
器
材
の
備
蓄

防
災
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

（
応
急
対
策
計
画
）

④
気
象
通
報
の
伝
達
、
災
害
情
報
の
収

集
伝
達
、
避
難
、
救
難
、
救
出
、
食

糧
供
給
、
給
水
、
物
資
供
給
、
保
健

衛
生
、
輸
送
、
水
防
、
消
防
そ
の
他

の
災
害
応
急
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

（
災
害
復
旧
計
画
）

⑤
災
害
復
旧
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

な
ど
防
災
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
面
に

わ
た
っ
て
検
討
し
、
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。よ

く
【
忘
れ
た
こ
ろ
に
災
害
が
や
っ

て
く
る
】
と
言
わ
れ
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
、
ふ
だ
ん
か
ら
防
災
知
織

の
吸
収
を
け
じ
め
、
活
動
訓
練
、
防
災

施
設
の
整
備
点
検
な
ど
を
し
て
お
く
こ

と
は
、
被
害
を
最
小
隕
に
と
ど
め
る
最

も
大
切
な
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
計
画
で
は
、
各
種

の
災
害
に
備
え

る
た

め
の
さ
ま
ざ
・
ま
な

予
防
計
画
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
水
害
予
防
計
画

治
山
、
治
水
、
砂
防
事
業

な
ど
に
よ

り
、
土
砂

の
崩
壊
防
止

や
河
川
改
修
を

図

る
。
河
川

で
は
、
古
佐
井
川
が
重
点

課
題

。

▽

雪
害
予
防
計
画

交

通
確
保

、
通
信
電
力
対
策
、
建
築

物
の
雪

害
対
策

。

▽
高
潮

、
津
波
災
害
予
防
計
画

海
岸
保
全
、
漁
港
整
備
に
よ
り
、
高

潮
津
波
災
害
を
防
止
す
る
。

▽
急
傾
斜
地
等
災
害
予
防
計
画

危
険
箇
所

の
把
握
と
周
知
、
危
険
区

域

の
指
定
促
進
等
。

▽
火
災
予
防
計
画

各
種

の
予
防
措
置
に
よ
り
、
未
然

に

防
止
す

る
。

▽
地
震
災
害
予
防
計
画

予
知

の
困
難
な
震
災
の
発
生
に
備

え

地
震
に
関
す

る
基
礎
調
査
（
地
盤
、
急

傾
斜
地

、
建
築
物
、
道
路
、
危
険
物
、

橋
梁
、
消
防
水
利
等
）
を
行
う
。
さ
ら

に
、
耐
震
、
耐
火
建
築
の
促
進
、
震
災

に
対

す
る
知
識
の
普
及
を
行
い
、
被
害

の
軽
減
を
図

る
。

▽
危
険
物
等
災

害
予
防
計
画

火
薬
類
、
石
油
類

、
毒
物
、
劇
物
笛

の
危
険
物
施
設
に
対
し
、
防
災

対
策
を

適
切
に
行
う
よ
う
指
導

し
、
災

害
の
駭

生
を
防
ぐ

。

▽
防
災
知
識
の
普
及
計
画

・

▽
防
災
訓
練
計

画

▽
林

野
火
災
予
防
計

画

▽

そ
の
他

防
災
資
器
材
等
の
整
備
、
備
蓄
計
画

防
災

パ
ト

ロ
ー
ル
計
画
、
電
力
施
設
泌

害
予
防
計
画
、
電
気
通
信
施
設
災
害
予

防
計
画
、
風
害
予
防
計
画

。

５０年７月大雨災害（古佐井橋）

５０年 フ月大雨災害（大佐井仲町）



（
第

三

回
）

佐
井
村
中
央
公
民
館
長
補
佐

大
石

健
次
郎

三

戸

家

文

書

の

お

玉

た

ち

第
二
回
目

の
文
に
続

い
て
、
お
玉
と

か
の
え
子
が
登
場
す

る
。

次
は
そ
の

原
文
を

若
干
読
み

や
す
く
す

る
。

『

安
政
四
年

春
よ
り

ア
メ
リ

カ
官

人
ラ
イ

シ
浄
玄
寺

止
宿

い
た
し
…
…

同

人
よ
り
願
に
よ

っ
て

大
町
九
左
衛
門

娘
た
ま
と
申
す
女

山
上
全
印
太
夫
と

申
こ
と
勤
女
に
ま

か
り
在
可
所

安
政

五
年
正

月
十

日

右
ラ
イ
ン
方

へ
目
か

け
（
妾
）
に

も
て

（
持

っ
て
）

も
っ

と
も
年

中
勤

金
百
三
十
両
の
由

こ
の

内

七
捨
両
は
内
金

拝
借
の
由
承
り
申

し
候し

か
る
に
右
女
子
縁
に
付

五
月
頃

帰
宅
い
た
し

右
代
り
と
し
て

て
ん

ぷ
ら
や
（
て

ん
ぷ
ら
屋
）
の
加

ノ
江
子

（
か
の
え

子
）
と

申
す
女
ま

か
り
出
で

申
し
候

右

ラ
イ
シ
召
仕

フ
レ
タ
な

る
異
人
こ

れ

あ

り

こ

の

者

へ

は
因

印

売
女

み

さ

と

申

す
女

ま

か

り
出

る
。

そ

れ

よ

り
追

々

心
安

ら

か

相

成

り

異

人

水

夫

の

者

ま

で
勝

手

を

も

っ
て

売
女

相

手

い

た

し

様

々

相
成

り

も

っ
と

も

売
女

は
夜

の
代
－

（

略
）
』

右

が

、

佐
井

遊

女

お
玉

と

、
佐

井

て

ん
ぷ

ら

屋

の
、

か

の
え

子

と

い

う
女

の

こ
と

で

あ

る
ｉ

と

い

わ

れ
て

き

た

も

の

で

あ

る

。

「
浄

玄

寺

」
「
大

町

九
佐

衛

門

」
「
娘

た

ま

」

「
山
上

八
丈

印

」

「
て

ん

ぷ

ら

や

の
加

ノ

江
子

」

な

ど

の

、

固
有

名

詞

が

、

浄

玄

寺
卜
卜

斗
浄

信

寺

、
大

町
士

古

佐

井
大

町

と

、
考

え

ら

れ
て

読

み

違

え

ら

れ

た

も

の

だ

ろ

う
。

も

っ

と

も

、
佐

井

の
三

戸

氏

の

書

い

た

も

の

で

あ

る

た

め

、

「
佐

井

で

の

事

件

」

と

い

う
先

入

観
念

に

と

ら

わ

れ
て

し

ま

っ
た

ら

し

い

。

そ

し

て

、

次

々

と
拡

げ

ら

れ

て

、
書

か

れ

、
華

々

し

く

、
佐

井

遊

女

が

デ

ビ

ユ
ー
し
て

ゆ
く
の
で
あ
る
。
果
て
は
、

「
佐
井
の
唐
人
お
吉
」

と
し
て
、
遊

女

お
玉
は
有
名
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

文
書
を
読
み
っ
ぎ
し
て
ゆ
く
と
、
黒

船
来
港
も
、
お
玉
も
、
み
な
対
岸
の
函

館
で
の
事
件
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ

る
。
文
書
に
は
こ
れ
を
示
し
て
い
る
。

『

ア
メ
リ
カ
菊
屋
休
息
所

安
政
五

午
年
六
月
頃
よ
り

ふ
す
ん
に
か
か
り

安
政
六
未
年
正

月

弥
々
出
来
に
相

成
』

『

山
上
木
戸
門
塀
垣
右
同
年

九

月
出
来
』

『
菊

屋
す
ま
ひ
が
へ
見
世

張

戊
安
政
五
午
年
眷
中
よ
り
被

仰
付

追
々
ふ
す
ん
に
相
か
か
り

て
ん
ぷ

ら
や
二
限
り
早
速
ふ
す
ん
出

来

同
年

九
月
女
郎
見
せ
は
り
致
し

外
菊
屋
八

己
安
政
六
未
年
二
月
朔
日
よ
り
一

流
見

せ
は
り
』

『

己
安
政
六
未
年
二

月
一

日
開
店

箱

館

女
郎

直
段
付

一
金

壱
分

極
女

壱
人

但
し
昼
之
分

明
六
ツ
時
よ

り
暮
六

ツ

迄夜
之
分
暮
六
ツ
よ
り
明
六

ツ
時

迄

壱
メ
四
百
文

揚
代

弐

百

文

菊

屋
物
せ

ん

百

文

会
所
礼

金

』

こ
れ
ら
の
菊
屋

は
、
第
二

回
目

の
黒

船
来
港
の
稿
に
み
ら
れ
る
「
中
に

も
困

る
者
は
、
菊
屋
方

売
女

な
り
」

の
、
当

時
の
函
館
の
遊
女
屋

で
あ
る
。
ま
た
「
山

上
」

や
「
大

町
」

も
函
館

の
歓

楽
街
で

あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
佐
井
に
は

関
係

の
な

い
も
の
で
あ
る
。

函
館

有
数

の
女
郎
屋
菊
屋
よ
り
、
早

々
と
、

て
ん
ぷ
ら
屋

は
改
築
許
可

が
下

り
て
、

一
足

お
先
に
御
免
と

ば
か
り
、

開
店
を

し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
同
店

か
ら
、

か
の
え

子

が
ラ
イ
ス
（
三

尸
文
書
の

ラ
イ

シ
）

へ
出
勤
？

し
た
こ
と
の
代

償
で
あ
ろ
う

。

ま
さ

に
、

「
女

の
髪

の
毛

は
象
を
も

っ
な
ぐ
」

威
力

で
あ
る
。

あ
る
本

の
『
て

ん
ぷ

ら
や

の
か
の
え

子

は
立

直
っ
た
恵
れ
た
、
佐
井
娘
』

で

は
な
か
っ
た

の
で

あ
る
。

古
佐
井

浄
信

寺
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ

イ

ス
一
行

が
止
宿
し
、
米

艦
船

や
、

そ

の
他
の
外
国
船

が
出

入
し

た
記

録
は
、

今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
ら
な
い
。

当
時
の
安
政

五
年

、
六
年

の
古
佐
井

浄
信
寺
は
、
か
な
り
小
規

模
で
、
幕
府

指
定
の
外

人
止
宿
所

な
ど
に
は
、
不
適

で
あ
っ
た
と
思
う
。

ラ
イ

ス
が
止
宿
し
て
い
た
ら
、
寺

の

規
模
も
ず
っ
と
大

き
く
、
当
時

の
遺
物

も
残
さ
れ
、
ま
た
、
村
内
に

も
、
特
異

な
社
会
事
件
と
し
て
、
今
日
ま

で
に
伝

わ
る
も
の
が
、
い
く
っ
か
あ
る
筈
だ
が
・

そ
れ
ら
の
痕
跡
は
全

く
な
い
。

そ
れ
で
は
、
果
し

て
、
遊
女

お
玉
は

実
在
し
た
女
性
で
あ
る
の
か
、
第
四
回

で
そ
れ
を
述
べ
て
完

結
し

た
い
。

以
上

献
血
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

Ｏ

患

者

さ

ん

か

ら

匸

言

献
血
者
の
皆

様
に
心

か
ら
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
手
術

も
無

事
成
功
致
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ

い
ま

し
た
。

○

御

家

族

か

ら

匸
一
言

本
人

共
々
心

か
ら
厚
く
御

礼
申
し
上

げ

ま
す

。
お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、

無

事
退
院
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
事
も

献
血
者
の
御
協
力
の
た
ま
も
の
と
感
謝

致
し
て
お
り
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
住
所
氏
名

佐
井
村
福
浦

田
中

粂
三
郎

血
液
型

Ｏ
型

゛

御
家
族
の
氏
名

田
中

し
ま



本

格
な
冬
を
迎
え
、
家
庭
で
は
ス
ト

ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
う
こ
と
が

多
く
な
り
ま
す
。

な

か
で
も
、
石
油

ス
ト
ー
ブ
は
操
作

が
簡
単
な
う
え
に
経
済
的
と

い
う
こ
と

で
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
取

り

扱
い
方
を
ひ
と

つ
間
違
え
る
と
屋
内

で

使
う
だ
け
に
、
思
わ
ぬ
大
火
に
つ
な
が

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
石
油

ス
ト

ー
ブ
に
よ

る
火

災
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
よ
う
な
点
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

①

置

き

場

所

ふ
す
ま
や

カ
ー
テ
ン
の
近
く
で
使
わ

な

い
。
周

り
は

い
っ
も
整
理
整
と
ん

し
て

お
く

。

②

点
火

す

る

前

給
油
口
や

カ
ー
ト
リ

ッ
ジ
式

タ
ン
ク

の
ふ
た
が
完
全
に
締
ま

っ
て
い

る
か

な

ど
、
確
認
し
て

か
ら
火
を

つ
け
る
。

傾
く

と
火

の
消
え

る
装
置

（
対
震
自

動
消
火
装
置
）
な

ど
の
点
検
と
整
備

は
専
門
家
に
頼

む
。

③

火
の

つ

い

て

い

る
と

き

使
用
中
は
、
長

い
時
間
そ

ば
を
離
れ

な

い
よ
う
に
す

る
。
部
屋
を
留
守
に

す
る
と
き

は
、
火

の
消
え

て
い
る
こ

と
を
必
ず
確
認
す
る
。
燃
料
の
補
給

は
火
を
消

し
て
か
ら
に
す

る
。

④
灯
油
の
保
管

必
要
以
上
に
買
い
だ
め
し
な
い
。
熱

に
弱
い
ポ
リ
タ
ン
ク
は
使
わ
ず
、
な

る
べ
く
金
属
缶
に
入
れ
る
。
日
の
当

た
ら
な
い
壁
ぎ
わ
に
置
く
。
日
の
当

た
る
場
所
に
置
く
と
き
は
、
ト
タ
ン

板
や
ベ
ニ
ヤ
板
で
お
お
う
。

ア
パ
ー
ト
、
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
の

づ
フ
ン
ダ
に
灯
油

を
置

く
と
き
は
、

以
上

の
こ
と
を
特
に
心
掛
け

て
く
だ

さ
い
。

こ
の
よ
う
な
。
日
常
的

な
配

慮
が
石

油

ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災

を
防

ぎ
ま
す
。

正
し
い
取
り
扱
い
で
、
冬

を
暖
か
く
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

戸

籍

の

窓

口

十
月
二

十
八
日
現
在

○
お
誕
生
お
め
で
と
う

西
村

修
一
（
雄

幸
）
大
佐
井

北
野

達

宣
（
友

宣
）
大
佐
井

内

藤

絵
理
（

誠

）
福

浦

舘

脇

恵

美
（
敏

二

矢

越

山
本

妙
子
（
美

吉
）
中

道

山
崎

英

臣
（
英

明
∇

大
佐
井

三

尸

亮
介

（
斗

武
∇

大
佐
井

蒔
田

章

通
（
正

利
）
古
佐
井

田
中

英
津
子
（
良

美
）
原

田

越
膳

理
恵
（
定

眷
）
福

浦

下

斗
米

満

（
聖

紀
）
原

田

奥
本

大

嗣
（
法

幸
∇

大
佐
井

七
戸
宗

一
郎
（
宗

徳
）
矢

越

石
沢
征
二

郎
（
完

二
）
古
佐
井

宮
川

修
治
（

修

）
大
佐
井

石
戸

里
美
（

守

）
中

道

○
ご
結
婚
お
め
で
と
う

佐

藤

光

好

原

田

（

植

野

順

子

仙
台
市

太

田

肯

夫

江
別
市

（

松

谷

直

子

大
佐
井

千

葉

悦

治

大
佐
井

（

篠

畸

恭

子

松
前
町

斉

藤

一

男

古
佐
井

（

片

桐

葉

子

新
得
町

白

濱

成

人

東
通
村

（

荒

川

ふ
さ
子

大
佐
井

金

谷

敏

彦

大
佐
井

（

荒

谷

秀

子

野
辺
地
に

ホ

川

勝

将

横
浜
市

（

佐

賀

信

子

古
佐
井

松
岡

正

祐

確
井
町

（
長

後

美
保
子

古
佐
井

木

村

善

彦

む
っ
市

（

石

戸

美
穂
子

古
佐
井

熊

谷

謙

大
間
町

（

田

中

こ

よ

磯

谷

渡

邊

康

雄

宇
都
宮
市

（

松

谷

和

子

大
佐
井

長

島

聖

治

大
佐
井

（

大

串

小
夜
子

外
海
町

松

谷

志

郎

大
佐
井

（

伊

藤

芳

恵

東
京
都

渡

辺

正

利

古
佐
井

（

小
武

海

幸

子

稚
内
市

岩

間

好

美

八
戸
市

（

大

堀

玲

子

古
佐
井

奥

本

国

弘

大
佐
井

（

幸

田

文

汪

新
座
市

横

浜

章

磯

谷

（

横

浜

勝

子

東
京
都

伊
勢
田

徹

東
通
村

（

工

藤

昭

子

川

目

野

中

美
津
也

大
畑
町

（

金

沢

恵
利
子

原

田

舘

脇

秀

章

矢

越

（

紀

伊

美

雪

古
佐
井

内

藤

司

福

浦

（

宮

野

真
紀
子

大
佐
井

増

田

吉

彦

深
浦
町

（

加

藤

美

子

原

田

川

越

智

哉

八
幡
堂

（

佐
々
木

伸

子

青
森
市

竹

内

睦

則

牛

滝

（

橋

本

秀

子

甲
南
町

久

慈

春

夫

青
森
市

（

川

岸

道

子

古
佐
井

鍵
和
田

明

松
田
町

（

奥

本

統

子

大
佐
井

柳

田

功

大
佐
井

（

川
原
田

弘

子

東
通
村

○
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

川
岸

幸
喜
（
鐵

男
）
原

田

鹿
島
す
ゑ
の
（
鐵

男
）
原

田

瀬
原

仁
助
（

禎

）
大
佐
井

田
名
部
勇
三
（

茂

）
古
佐
井

田
中

豊
作
（
岩

男
）
原

田

一
二
川
幸
之
吉
（
草
薙
茂
夫
）大

佐
井

火 事 ． 緊 急 の 場 合 は

１１９番 ヘ

サイレンの試験は毎月１日・、１５日（正午）

佐井消防分署 Ｓ２２６６
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